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Thomas More (1478ー 1535) が現代にまT名をとどめているのは， 大きく
分かつて 2つの理由がある。そのひとつはローマ・カトリックの守護者として















らとりあげたのは，おそらく W.Roscher. ZUY Gesckichte der englMch刊 v，比四irtsちhafts.
Jf}hre， 1851である。(大栂金之助「解故思想伎の人々J18-19， 47ベ ジ事照。)






みいだすことが困難である。 Max Beer (A History of B内 tish So日al日明，














2) 本位田祥男「経済史研究J258ベー ジ。 カウツキーの思想と理論をすべて過去のものとしてか
えりみない態度には組しがたb、。少くともこの書における歴史分析は住目にf曲、すゐ。
3) M. Beer， A Hislo叩 ofB町tiskSocialism， 1， p.34; Allgemeine G目 hichtedes Soziali~ 





4) 田村秀夫， モア〈ユ トウピア〉研究序説(-)， 57ベジ;R. Ames， Citizen Thomas 
More and h何回opia，1949 p. 6 カウツキ もロンドン商業資本町代弁者としてのそア中思
想と活動をたかく評価している(K.K叫 tsky.Thm叫 sMore 蜘 dseine Utotie， 6. Auft.， 
1926， Beilin， S.165以下)。しかしカウツキー においては， その主要な論点が近代社会土義と






たしかに一般的にも妥当な見解であれのちの J.Mackintosh (Lザeof Tho-




系列が存在する。ぞれは従来の宗教評論家(カトリ ψ 川， および保守的思想家
仁よって代表される認識の視角であって，とれによる左きはくユートピア〉の
存在価値は過少評価され，あるばあいには無視せられる。たとえば，最初のそ
7伝として高く評価されているところの William Roper の Lザ'e of Sir 
Thc例削 Mo何， 1557ころ のなかには， <ユートピア〉にかんする記述はつい







5) Urlich von Huttenあてのエラスムスの手紙(K.Kautは y，op. cit.， S， 108以下に全土の
紹介ありにし、わく， rモアがユー トピアを書いた意図はz わるい国家の本置はなんであるかを
Fすことにありました。いうまでもなしそのばあい;かれが揃底的に研究し精通しえいるイギ
リスのことを念頭においていたのぐですロ」また1 プロテスタントであったツー ボー ムは， rユ ト
ピアを危険であると豆告する ιとはjその真理性合承認する与とであった」と述べている(Every-
man's Library. Oxford Reforme叫 p.217 大塚金之助前掲書25-26へージ)。 なお前掲
田村摘X(49ベ ジ〉によれば K.Sternberg， G. T. Rudhart， C. Jenkinsなどの著fl'も同
系列にぞ〈するものである。


















で，このチェムバーズ的解釈は，戦後におし、では H.W. DoilOer (In廿oducti開
to Utojηa，1945)， W. E. Campbell (E叩 S閉山，Tyndale and More， 1949)， 
Barbara von Blarer (Die B叫 ie.des Sir Thω叩 sMo問 1949)本どによって
うけつがれている叫。それらは要するにカ Tロック的， 保守的視角よりすると
7) K. Kautsky， op. cit.， SS. 316-317 そこでは G.T. Rudhart， Thomas Mo四， 1829および
A. Stern. Du Sozialisten deγ Rejormationszeit， 18回手指摘。大塚金土助前掲需 22-24ベ
ジー。そこでは Everyman'sLibrary版。U臼，pia'への Jo'hnO'Hagenの序文1 ドイツの





W. E. Campbell， More's Utopia ana his Socia! Teach問 g，1930; C 紅ollis，Si'Y Thomas 
Mo仰 1934;R. W: Chambers， Thomas MO'Ye， 1935などはその薯例である。
9) 田村秀夫前掲書 53-54ベー ジ参照。
10) 田村秀夫前掲書 54-56ベー ジ参照。 このうちキャムベルは 1930年にも著書を出しており
(註8)，戦前からの継承者である。






















11) ヘグスタ の More'sUtotwについてはj 前島田村前文 58-59へージ，および問先生の雷
評へクスタ モアのユー トウヒア.r.経商論纂」第53号.19日年， 109-116ベー ジ参照。
12) ヘグスターは，きいきん出版ぎれた TheYalt Eduion. 01 'The Comtlete Wo時 s01 5T 
THOMAS MQRE， Vol. 4， . UTOPIA " 1965のIntroductionとして，'The CC妙ttos出向。f
UtoPia'， . Utotia and Its Histo1lical M:山'"なる 2諭士を寄せてし唱。 1952年におけるかれ
の.More's Utop~a' とさし、きんの論文とのあいだには発展的蛮化がみとめられる。 この点につ
いては，なお両者の詐師な比較z 検討が必要であろが!その 1部，およびへグスタ の<" 恥






















13) 高橋誠一郎先生の〈ユ トービア〉文献にはつぎのようなものがあるロ トー マス モー アのユ
トピアとぞの共産ギ義的思想J三国芋会雑訣」壇13揖第4-6号，1919年4-6月，ユー トピア管
見;同上第24巻第 8号， 1930年8月経済学前史」改造社 1929年 715-723ベージ重商主
義軒情辛耕研理」改資計 1932年中の置述。
14) 高橋誠一郎「経済学前史J716ベジ。




685ベ ジ)。大原先生の短評によれば. r氏の韓色は!詳細な資料の訳出および紹介にあり z
〈ユ トピア〉の社会主義的解釈に反対しつつl 第2部の紹介にくわい、ことである」とある(大
塚金之助前掲書 48ページ)。


























16) 本位田祥男，Tkom向 More;Utopiaそ通して見たる当時の経済状態 「経済学論集」第4
巻第4号， 1926年4月， r経辞史研究」三省堂， 1935年， 255-285ベー ジに収む。
!7) 大塚金之助前掲書 48へージ。


























21) 大塚金之助l トマスー モ ア. r改造J1935年. 7月号解放思想史の人々J岩波新書J
1949年 17-56ベー ジヒ収む。




23) 大瞳金之助前掲書 20-21ベー ジ。
24) 大揮金之助前掲書 26ベ一三人














戦後においては， ヨーロッパ， アメりカでも Donner， Gray， Campbell， 




それらの歴史的性格において統 的に理解する jことを課題とされるカ羽町 そ
25) 士塚金之助前掲書 54-55ベシ。先生がここで モアを「圃い込み運動のいつわらざる観察
者Jといわれ. rするどい分析者」あるいは「原因の究明者」などと許しておられないのは!宇
史上のそア詐イ面として示控的である。
26) 既述い治旬、の著円遣をあげれば，つぎのとおりである。 A.Gray， The Sociali.st T叩 diHon，
1946; E.R Re.yηolds 必unt Thomas Moγe， 1953; E. Surtz， 'Utopia as u Work 0/ 
Literary Art' 'S四 rces，Parallels， and Influences' 'Edilio町 01Utotia' (' I¥叫タoduction'
tn The Yale Rditi問 η1IThe Complefi! Work_s of ST. THOM.1S MORE， Vol 4' UTOPIA'， 
1965) なお，モア・ 1 トピア主要文献については，前掲拙楠末尾参照。
27) 竹内幹敏，トマス ヱ号アにおけるヒゐー マ三ズムとカトリレズム. r風習J19'50年， 11月号，
44-56ベジ。
28) 竹内幹融前掲書<4へージ。先生はこれを「モアにおけるヒコー マエズムとカトリシズムと
の交錯」と表現されている (44-45.47. 49， 54へ シ)。この論文にかんLては，水田洋先生の
「サー トマス そアと社会主義」巾にくわしい批評がある。



























30) チェムパー ズj ホリスのくユー トピア〉評についてはj 柿内論文 84ベージ参照。なお竹内
a 先生が百四された外国文献はすべて戦前のものにかぎられる。
31) 竹内幹敏前掲書 49ペー ジ。
32) 竹内幹融前掲書 53ペジ。
トマス モア『ユー トピア』分析の視角 (49) 49 
ヅクの教義において全生活の支柱壱みいだしたそ7の歴史的役割は，かれの刑
者Eとともに終ったものと結論せられているのである。
竹内先生の所論は，カトリ γ ズムを軸としたそ7 ・ユートピア批判であるが，
モアにおける宗教的寛容の存在を否定し，その歴史的意義の終えんを指摘する


















33) 水田博，'"ー トマス 号アと社会主義， r経済科学JIV， 1951年， 36-65へジ。
34) 水田先生が紹介j 批評されたのはつぎのひとぴとである。 一一-K. Kautsky， M. Beer， ¥V 
E. Campbell， A. Gray， R. Amcs， p， M. Swcczy， ~. Russell， 斎橋誠一郎，大塚金之助，
平井正穂!竹内幹敏j 中野好夫。




























おいてはj いっそっ許制になされている (42-43ベー ジ参照)。フォー テλキ L とーそアとの対比




39) 田村秀夫!モア〈ユー トウピア〉研究序説ー くユー トウピア〉解釈の基本問題 ， r経商論纂」
第49号， 1953年， 3U-62ペー ジ。
























40) 田村秀夫前掲書 61ベ ジ。この論文における〈二重性〉とは 近代と中世との分岐点とし、






























のばあいといえども j 理論的には 当時の」大権威でめったカトりツク(宗教〉 絶対王政(政
治)を軸としたくユ トピア〉解釈も同時に可能であるだろう。さらにj イギリス商業資本を土
台とするばあい1 ユ トピア社会の崖粂構造にかんする叙述がz 当時のイギリ λの現実に比して
劣った点のみられるのはj 問題となる点である。
43) 岩松紫色経済分析の視角からみたトマメ モア〈ユト ピア)， r経営と経済」第80-81号，
































48) 岩松繁控前掲書上 81ペー ジ。
49) 岩松繁俊前掲書下付124ペー ジロこの評論は大揮先生にちかし、。 またこのような結論は，カ
ウツキ の母ア近代社会主義者説にたいLて有力な反証左なる。
50) 松田寛j 毛ア〈ユ←トヒア〉解釈の一試論， 早稲田大学教育学部「学前研究J7， 1958年ロ
毛ア〈ユー トピヌ〉における経済観患の断片をめ〈供。て，同上 8， 1959年，モアーユートピア
島の分析的素描 (1)，同上， 12， 19田年;ー モア ユ トピア島の分析的素描 (2)，同上， 13， 1964-年。
51) 松田覧;毛ア〈ユートピア〉における経辞観念の断片をめぐって 149へ-'-'。























52) との論士は， 1 地形 2 都市 3 政治制度 4 農場 5 人口 6ー 農業 7 工業および
職業一般 8 労働時間 9 商業貿易 10 階級および奴隷の 10章にわけられており 1 目下，
第5章まで発表されてし、る。
53) 蘇健一』 トマス モアにおける社会主義とカトリシズム， r東北学院大学論集」第44号 1963 
年， 73-93ベ ジ，市JI春治郎a トマス モアのくユー トピア〉における指導の構造.r拓殖大学
論集」第38号. 1964年， 25-34ベー タ。
54) 論者はカウツキーと同様z モアの「ふかし、経済の認識」を承認しておられる(79ベージ〉。 な
おこの論文は，その形式においてはI 前述竹内論文の「交錯J理請を想起せしめる。
























う課題がのこされているが， これは現在出版中のエーノレ大学版 TheComPlete 
55) 松川井太郎， RobynsoIl訳 Utopia 士法覚書 「人文研究]26. 1964竿。英文学の見地か
らは!沢田昭夫「トー マス モア」有斐閣.1959平があげられるが筆者は未読である。
56 (56) 第 97巻第1号























ある ω (1965.10. ) 
56) 水田洋前掲書 37ページ参照ロ
57) J-H_ Hexter， ''[lt C'rp~a and Its Hisioricol間 μ州 p ヌヌvn なお，へグスター の所
論については，拙稿，へクスタ のくユートピア〉論「松山商大論集J第16巻窮6号，昭和41
年 2月発行予定 を参照されたい。
